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平成 24 年 9 月 25 日

自動車局環境政策課

「排出ガス後処理装置検討会」 設置・開催のお知らせについて

～平成１７年規制適合車に搭載する尿素ＳＣＲシステムの劣化について、原因究明等を行います～

【概要】

現在、ディーゼル重量車の排出ガス規制は、平成２１年規制が適用されており、世界で最高

水準の規制が導入されています。

今般、平成２１年規制以前に適用されていた平成１７年規制に適合した車両のうち、尿素ＳＣ

Ｒシステム（尿素水を利用して、排出ガス中のNOxの量を低減させる装置）を搭載した使用過程

車について、環境省の調査結果から同システムの性能劣化によりＮＯｘの値が規制値を大幅に

超過する事案が確認されました。

このため、環境省及び国土交通省において、学識経験者等からなる「排出ガス後処理装置検

討会」を設置し、第１回の検討会を下記のとおり開催します。

本事案に対する原因究明等を行い、課題ごとに可能な限り早期に対策を決定し、平成２５年

度内に最終とりまとめを行うこととしています。

記

１．日時

平成２４年１０月１日（月） １３時から

２．場所

経済産業省別館10階1024会議室

３．議題

自動車メーカーヒアリング 等

４．その他

本検討会は、自動車メーカーの機密保持等の観点から非公開としますが、検討会冒頭部分

の撮影は可能です。撮影を希望される場合は、９月２７日（木）１８時までに会社名・氏名・連絡

先を下記問い合わせ先まで登録をお願いします。なお、議事要旨等については、後日、国土交

通省ホームページに掲載致します。



５．委員構成（５０音順）

飯 田 訓 正 慶應義塾大学 教授

岩 本 正 和 東京工業大学 教授

小 田 曜 作 独立行政法人 交通安全環境研究所 自動車審査部長

後 藤 雄 一 独立行政法人 交通安全環境研究所 環境研究領域長

小谷野 眞司 公益財団法人 東京都環境公社 東京都環境科学研究所 主任研究員

塩 路 昌 宏 京都大学大学院 教授

大 聖 泰 弘 早稲田大学大学院 教授

津 江 光 洋 東京大学大学院 教授

土 屋 賢 次 一般財団法人 日本自動車研究所 エネルギ・環境研究部長

（お問い合わせ先）

国土交通省 自動車局

環境政策課 吉田、川俣

電話： 03-5253-8111（内線42-532,42-522）

03-5253-8604（直通）

ＦＡＸ： 03-5253-1636



• 尿素水を還元剤として、排出ガス中のNOxを無害なN2（窒素）とH2O（水）に
分解する選択式還元触媒（Selective Catalytic Reduction）システム。

• 平成１７年規制適合車に初めて採用された。

尿素SCRシステムの排出ガス処理イメージ

【尿素SCRシステムの概要】
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